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 この度、当センター農産園芸研究

所において、平成12年から15年の歳

月をかけて水稲新品種を育成しまし

た。 

 炊き上がりのお米にツヤがあり、

粘りが強く、極良食味。草丈が低く

倒伏しにくいため、栽培しやすい品

種です。穂数が多く収量性も高い。

今後、県産米を新たにリードする

「次世代リーディング品種」として

期待されます。 

 この新たな水稲品種を消費者の皆

さんに親しまれる品種とするため、

名称を募集します。詳細は、当セン

ターＨＰをご覧ください。多くの方

のご応募をお待ちしております。 

 全国に通用する優良な県産黒毛和種種

雄牛の作出が望まれており、生産性・品

質向上を図るため、優秀な種雄牛を選抜

しました。 

１．「福久桜」の特徴 

 脂肪交雑が県種雄牛の中でトップクラ

スにあり、ロース芯面積の大きさについ

ても優れています。 

 育種価における脂肪交雑の評価におい

ては、基幹種雄牛である「平茂幸」を上

回る能力を持っています。 

２．期待される効果 

 優れた産肉能力から、バランスよく高

い成績が期待される種雄牛です。 
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 詳しくは、各研究所にお問い合

わせください。 
※SBV(標準化育種価)：遺伝的な個体の特徴を明確にするため、育種価(遺伝的

能力)を標準化した数値 

P1 P4 



 近年、県内の茶園でチャトゲコナジラ

ミの発生地域が拡大しています。チャト

ゲコナジラミの被害として、幼虫が排泄

した甘露によるすす病の発生や、成虫の

吸い込みによる作業環境の悪化が挙げら

れます。 

 チャトゲコナジラミを防除するうえ

で、コスト増加を防ぐためには、他の害

虫との同時防除が有効です。同時防除が

可能な害虫にクワシロカイガラムシがあ

ります。そこで、クワシロカイガラムシ

の防除時期（ふ化最盛期）の薬剤散布に

よるチャトゲコナジラミへの防除効果を

明らかにしました。 

１．防除時期 

 クワシロカイガラムシ第２世代ふ化最

盛期よりも、第１世代ふ化最盛期に薬剤

散布を行った方がチャトゲコナジラミの

発生を低い水準に抑制することが出来ま

した。 

 また、薬剤防除の標的となるチャトゲ

コナジラミ卵および若齢幼虫の構成比

は、クワシロカイガラムシの各世代の防

除適期において、第１世代が最も高くな

ります。 

 なお、クワシロカイガラムシのふ化最

盛期は、「熊本県病害虫防除所」のＨＰ

（調査データ）から確認頂けます。 

２．期待される効果 

 チャトゲコナジラミとクワシロカイガ

ラムシを同時防除することで、環境負荷

及び防除コストの削減が図られます。 

 

水稲新品種 
名称募集 

 熊本県で今回育成した水稲新品

種を消費者の皆さんに親しまれる品

種とするため、名称を募集します。 

 

１ 募集期間 

 平成28年4月7日(木)～２２日(金) 

２ 応募方法 

①名称(フリガナ）②命名の理由(50

字程度）③氏名(フリガナ）④〒⑤住

所⑥℡ を記入のうえ、はがき、ＦＡ

Ｘ、熊本県庁ＨＰから電子申請のい

ずれかでご応募ください。 

３ 応募先 

はがき：〒861-1113合志市栄3801           

 「農業研究センター企画調整部 

   『水稲名称募集事務局』」宛て 

ＦＡＸ：096-248-7039 

電子申請：熊本県庁ＨＰ「イベント・情

報カレンダー」もしくは熊本県農業研

究センターＨＰ 

４ 副賞 

 選考の結果、最優秀賞(１点)へは

熊本県産米３０ｋｇ、優秀賞(２点)へ

は熊本県産米１０ｋｇを差し上げま

す。 

 

 詳しくは、当センターＨＰをご覧くだ

さい。たくさんのご応募、お待ちして

います。 

 熊本県では乳用牛1頭当たりの飼料作付

面積は減少傾向にありますが、1戸当たり

の飼養頭数は増加しています。 

 トウモロコシサイレージ等の自給飼料

を通年で給与できる農家が減小してお

り、自給飼料が不足する時には、輸入粗

飼料（購入飼料）に頼らざるを得ない状

況にあります。 

 そのような中、民間のＴＭＲセンター

において、トウモロコシサイレージの代

替として、イネＷＣＳやミカンジュース

粕などを原料とした発酵飼料が製造され

ています。 

 そこで、この発酵飼料の給与による搾

乳牛への影響について明らかにしまし

た。 

１．発酵飼料給与による影響はない 

 泌乳中期牛に、トウモロコシサイレー

ジの代替としてイネＷＣＳやミカン

ジュース粕などを原料とする発酵飼料を

給与しても、乾物摂取量、乳量及び乳成

分に影響は見られません。 

 血液性状およびルーメン液ｐＨにおい

ても、発酵飼料給与による影響は見られ

ませんでした。 

 このように、イネＷＣＳやミカン

ジュース粕などを原料とする発酵飼料の

給与は、乳生産性等へ影響を与えること

なく、トウモロコシサイレージ不足時の

代替として乳牛に給与可能であることを

明らかにしました。 

２．期待される効果 

 自給飼料が不足した際には、既存の発

酵飼料が利用でき、飼料自給率の向上や

酪農家の経営安定が期待されます。 

  

 

 

 

 

 

 

１ ２ 熊本県 
病害虫防除所 
のご紹介 
 

 熊本県病害虫防除所は、植物防疫

法に基づき当センター生産環境研究

所に設置されており、主な業務として、

①病害虫の発生状況の把握及びそれ

に基づく発生予察情報等の提供②適

時適切な防除のための企画指導③重

要病害虫の浸入警戒調査を行ってい

ます。 

 発生予察情報等は、警報、注意報、

特殊報、予報及び技術情報等に分け

られ、Ｅメールやファックスにより県機

関、市町村、農協、共済組合等に提供

されます。 

 一方、予察情報は所のＨＰにも掲載

していますので、農家等にも直接提供

されます。情報の詳細については、所

のＨＰをご覧ください。 

 

病害虫防除所ＨＰアドレス 

www.jppn.ne.jp/
kumamoto/  

表1　乾物摂取量および泌乳成績

発酵飼料区 ﾄｳﾓﾛｺｼｻｲﾚｰｼﾞ区

乾物摂取量 （kg/日） 26.8 25.0

乳量 （kg/日） 31.4 29.6

乳脂率 （％） 4.29 4.39

無脂固形分率 （％） 8.98 8.91

乳蛋白質率 （％） 3.62 3.59

乳糖率 （％） 4.33 4.31

乳中尿素態窒素 （mg/dL） 11.46 12.64

測定項目

チャトゲコナジラミ すす病の発生状況 

P2 P3 

発酵飼料給与の様子 

巡回調査の様子 

予察灯による発生調査 


